
今週の注目材料＝見通し分かれる豪中銀

　6日13時半にオーストラリア準備銀行(中央銀行)金融政策会合の結果が発表されま

す。2022年5月の会合で利上げをスタートした豪中銀は今年3月まで10会合連続での利上

げを行った後、4月の会合でいったん金利を据え置きました。前回5月2日の会合では大方の据

え置き見通しに反して、0.25%の利上げを実施し、現在政策金利であるオフィシャル・

キャッシュ・レートは3.85%となっています。

　ロウ中銀総裁は5月の会合での声明において「妥当な期間内にインフレ率が目標に戻ること

に確実を期すためには、幾分の追加的な金融引き締めが必要になる可能性があるが、そ

れは景気およびインフレ動向次第になる」と今後のデータ次第という姿勢を示しまし

た。

　

　発表後は6月の会合では金利を据え置くという見通しがほとんどでした。　5月の利上

げの影響を検証するために、6月は金利を据え置き、7月もしくは8月に利上げを行うと

いう見通しが大勢となっていました。豪中銀の金融政策理事会は年11回(基本毎月で1月

だけ夏休み)と、日本や米国、英、ユーロ、カナダなどほとんどの国で採用されている

年8回に比べて多く、毎回の利上げを実施していては影響が見えにくいという面があり

ます。

　前回会合の市場予想で据え置きが多くなった背景でもある4月26日発表の第1四半期消

費者物価指数の伸び鈍化なども落ち着いた利上げサイクルへの期待につながっていまし

た。

　しかし、先週に入って追加利上げ期待が強まってきました。5月31日に発表された4月

の月次消費者物価指数の伸びが前年比+6.8%と市場予想及び3月の水準を超える力強いも

のとなり、追加利上げ期待が広がりました。

　また豪州の政府機関である労使裁定機関は6月2日に、豪州の最低賃金を7月1日から

5.75%引き上げて時給23.23豪ドルとすることを発表しました。

こうした施策も物価上昇の材料となります。

　こうした状況を受けて短期金利市場での6月の利上げ見通しは40%まで上昇してきてい

ます。ほぼゼロに近かった状況からの変化だけに相場にも豪ドル買いの影響が出ています。

また、13日、14日の米連邦公開市場委員会(FOMC)での金利据え置き見通しが高まっていると

ころだけに、金利差縮小に向けた動きは豪ドル買いドル売りにつながりやすい地合いとなっています。

とはいえ、利上げ見通しはまだ少数派となっている為、実際に利上げされた場合はもう一段の豪ドル

買いが入る可能性が高いです。

　一方米国はFOMCに向けた利上げ見通しの変化が見られるかどうかが注目されるところ

です。3日から米国はブラックアウト期間と呼ばれるFOMC関係者による金融政策に関す

る発言が基本的に禁止される期間に入っています。経済指標動向が注目されますが、今

週は5日23時に発表される5月の米ISM非製造業景気指数程度しか目立った指標発表があ

りません。

　1日に発表された5月のISM製造業景気指数は市場予想の47.0、4月の47.1を下回る46.9

となりました。7カ月連続で好悪判断の境となる50を下回った形です。内訳の中で特に
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目立ったのは今後に向けての先行指標と言われる新規受注で4月の45.7から3.1ポイント

の低下で42.6となりました。これまでの利上げによる影響が出ているのではとの警戒感

を誘い、6月の金利据え置き見通しに影響しています。

　5月23日に発表された同系統の指標である5月のS&Pグローバル社による非製造業購買

担当者景気指数(PMI)は4月の53.6から55.1へ上昇しました。同指標は製造業がISM製造

業同様に市場予想よりも弱く出る一方で、非製造業は市場予想の52.6よりも強く出てい

ます。

　こうした状況を受けてのISM非製造業景気指数の市場予想ですが、52.5と4月の51.9か

ら上昇見通しとなっています。4月は新規受注が56.1と3月の52.2から大きく伸びて全体

を支えました。今回も強めの数字が出てくると、追加利上げ期待の回復につながる可能

性があります。
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